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地
租
に
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け
る
累
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運
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宜
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力
ω
表
現
況
容
積
と
重
量

平
均
生
産
力
説
に
つ
い
て

抱

脇

常

叩

岨

貨
幣
債
値
決
定
原
理
の
一
考
山
泊

所
川
川
公
悶
市
場
取
引
に
就
い
て

明
治
政
府
の
貸
附
金

諮

問

噛

演

岡
民
的
産
業
ご
し
て
の
生
糸

静

置

幅

錦

鰍

地
方
税
不
動
産
取
得
税

噌
岬
斗
市
士
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の
就
産

統

計

拾

穂

抄

株
債
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τ

垣
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刊
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詑

宛

覚
情
個
値
決
定
原
理
由
一
考
察

第
二
十
九
巻

F、
五

第
六
蹴

占，、
問

置泥

安E

貨
幣
慣
値
決
定
原
理
の

考

察

究主

IH 

~[k 

序

議
に
貨
時
的
一
償
他
己
は
所
謂
貨
際

ω購
買
力
を
、
換
言
す
れ
ば
所
謂
物
舗
の
逆
数
を
指
す
。
貨
鮮
の
慣
値
は
如

何
に
し
て
決
定
さ
れ
る
か
に
闘
す
る
瞬
兜
を
、
私
は
今
、
資
本
主
義
枇
曾
の
根
本
的
機
構

ω分
析
の
潟
め
の
一
つ

の
準
備
行
錯
ピ
し

τ試
み
る

ωで
あ
る
。
軍
な
る
貨
他
市

ω同
慣
低
の
税
先
正
し
て
は
殆
ん
ど
純
一
周
正
思
以
れ
る
で
ゐ

ら
う
所
的
数
式
化
を
努
力
し
た
の
は
此
の
斜
め
で
ゐ
る
。

便
宜
上
失

ω様
に
問
題
を
制
限
す
る
事
じ
す
る
。

一
、
貸
鮮
は
す
べ
て
、
而
し
て
問
題
の
期
附
内
に
は
只
一
回
だ
け
.
流
通
す
る
。

二
、
如
何
な
る
形
態
の
信
矧
も
行
は
札
な

ν
。

一
二
、
一
柿
類
の
金
貨
の
み
が
流
通
す
る
。



一
定
量
内
金
は
慌
に
一
定
量
の
貨

問
、
完
全
な
る
自
由
鋳
造
境
制
が
確
立
し
て
居
る
。
従
っ
て
理
論
的
仁
は
、

融
市
に
等
し
い
。

五
、
商
品
は
す
べ
て
、
而
し
て
問
題
の
期
間
内
に
は
只
一
回
だ
け
、
寅
買
さ
れ
る
o

六
、
他
の
貨
融
市
枇
曾
誌
の
交
砂
を
有
サ
ヨ
る
孤
立
せ
る
貨
幣
耽
曾
で
あ
る
o

以
上
。

以
上
掲
げ
た
る
諸
事
情
の
援
化
営
考
慮
に
入
れ
た
る
や
否
や
、
そ
れ
を
考
慮
に
入
れ
る
場
合
そ
れ
が
有
す
べ
き

意
味
を
如
何
に
解
L
た
る
や
、
じ
ょ
っ

τ無
限
仁
多
様
な
る
貨
静
岡
慣
値
問
中
訟
は
問
題
を
上
越
の
如
〈
限
定
す
る

事
に
よ
っ
て
凡
そ
五
純
の
根
本
的
忠
想
型
正
な
古
れ
る
。
一
、
生
産
投
説
、
二
・
数
日
明
説
、
一
二
、
中
一
柳
繍
俗
説
、

四
h

悔
疑
説
、
五
、
総
命
説
。
月
下
版
企
追

ι
℃
之
等
諸
説
争
椴
ヱ
ヰ
川
し
っ
、
辺
見
に
及
ぶ
つ

b
り
一
じ
め
る
が
、
川
悦

宜
上
・
主
税
調
佐
設
は
数
量
設
を
取
扱
ふ
序
に
論
及
す
る
事
に
す
る
。

生
産
費
説
(
又
は
客
槻
償
値
説
)

法
仁
生
誕
袋
詰
正
は
、
貨
帆
山
り
優
位
の
決
定
枝
械
を
全
然
金
の
生
産
費
に
求
め
る
所
的
皐
説
を
謂
ム
の
で
あ
る

が
、
以
下
に
於
い
て
私
は
、
比
の
意
味
の
生
産
投
設

ω
一
つ
正
し
て
?

b

F

ク
ス
詑
を
論
評
す
品
事
じ
す
る

Q

彼
仁
よ
れ
ば
・
金
は
労
働
附
問
の
韓
現
物
ご
し
て
の
み
他
の
商
品
ゆ
等
師
団
物
ご
な

h
得
る
。
卸
も
金
は
、
他
の

め
ら
ゆ
る
商
品
己
同
時
四
、
そ
の
生
産
の
起
訴
に
お
い

τ商
品
で
ゐ
る
。
そ
こ
で
は
、
金
の
相
釣
的
傾
値
正
、
鎖
骨

の
他
す
ぺ

τの
商
品

ω相
卦
的
師
慣
値
正
は
、
そ
れ
等
が
相
圧
に
交
換
3
れ
る
そ
の
数
量
で
表
は
さ
れ
る
。
し
か
る

仁
、
此
の
作
用
は
流
通
過
渡
に
あ
っ
て
は
阪
に
前
提
さ
れ
て
を
h
、
商
品
そ
れ
自
身
の
煩
値
は
商
品
舗
格
に
お
い

設

施

質
問
市
倒
値
決
定
原
理
由
一
考
察

第
二
十
九
巻

，、
五

λ
玉
三

第
六
腕

Marx. Karl: Zur K口tikder politischen Oe1wnomie， 1924. S. 50 時保
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貨
幣
債
催
決
定
原
理
由
一
考
察

て
奥
へ
ら
れ
て
を
る

o
rか
ら
貨
僚
が
多
〈
或
は
少
〈
流
通
す
る
か
ら
債
格
が
高
〈
或
は
低
い
の
で
は
な
〈
、
債

格
が
高
く
或
は
低
い
が
故
に
貨
幣
が
多
〈
或
は
少
〈
流
通
す
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
、
全
の
購
買
力
(
貸
借
に
謝
す
る
そ
れ
で
な
〈
、

い
て
」
何
に
よ
っ

τ決
定
さ
れ
る
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
は

段

苑

第
ニ
十
丸
谷

凡
五
四

、-、'J' 

第
六
梯

一
般
商
品
に
謝
す
る
)
は
・
「
其
山
生
産
の
起
源
に
於

今
般
り
に
労
働
償
値
設
を
許
す
E
す
る
也
.
理
論
的

に
は
正
前
的
需
接
的
榔
己
正
常
的
供
給
線
ご
の
交
叉
す
る
所
仁
決
定
さ
れ
る
、

泊

c

而
し

τ誌
で
者
池
L
て
な
ら
れ
州
問
矧

u.
所
前
金

ω
需
要
釧
ピ
以
例
を
お
味
J
q
ゐ
h
r
w

ピ
一
一
品
ム
捕
で
の
品
。

今
似
3

り
に
、
需
給
金
量
白
を
示
す
に

x
軸
を
以
て
し
、
貨
幣
従
っ
て
金
の
購
買
カ
芯
(
一
般
商
品
量
を
以

τ言H
 

ひ
あ
ら
は
さ
れ
た
る
)
を
示
す
仁

Y
軌
を
以
て
す
る
岡
表
に
於
い
て
、
地
金
ご
し
て
の
金
に
謝
す
る
需
要
金
量
白

が
摘
〈
線
(
a
b
線
)
を

金
の
{!t 

P粉 P
'"占， 11 

判~が)
l' tl品 tL
~【一

線
~ 

C 

d 

線てご
) 

) 

九p
』

( 

N 
) 

E
言
ふ
ん
耕
は
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら

Z
椴
定
ず
る
。
(
直
線
を
用
ひ
花
の
は
問
題
を
筒
車
な
ら
し
む
る
活
め
で
あ
る
)
O

今
若
し
所
詞
金
の
需
要
線
ご

は
、
地
金
正

L
て
の
金
に
罰
す
る
需
要
、
換
言
す
れ
ば
貨
幣
ご
し
て
の
金
に
劃
す
る
需
要
を
合
ま
ざ
る
も
の
、
が

描
〈
線
に
ご
す
れ
ば
、

。。、

N"の
o
、、

( 

'" ) 

Marx， S. 78， 49-50， 15:1-4， 166.自信情氏諒一六六百・ Vgl.Kautzky， 5.11 
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で
ゐ
る
か
ら
、
金
の
購
買
力
K
は

(ふ

)
H
T
Y
H
(凶
}

申

1
3
u
p
|
(同
)

で
あ
る
。
今
之
れ
を
闘
表
を
以
て
一
不
す
な
ら
ば
、

7く

ア
当事

~ 

ie 

qコ。

ぜ
な
る
o

卸
も
「
餓
そ
の
他
す
ぺ

τの
商
品
の
場
合
」
Z
何
等
異
色
な
い
o

然
し
そ
れ
で
は
、
貨
幣
た
る
べ
き
金
は

何
蕗
か
ら
市
ゆ
る
の
で
ゐ
る
か
訪
問
古
れ
凶
o

従
っ
て
所
詞
金
偏
要
ご
は
、
地
金
正
し

τω
金
ド
劃
す
る
槍
要
川
町
み

な
ら
す
、
貨
僻
正
し
て
の
金
に
謝
す
る
需
要
を
も
合
む
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
凶
。
而
し
て
貨
幣
正
し
て
の
金
に

劃
す
る
需
要
は
、
今
貨
併
の
購
買
力
が
す
べ

τの
貨
幣
単
位
に
つ
い
て
同
一
で
あ
る
事
を
許
す
な
ら
ば
、

E

究
の
如

話
器
宜
に
於
い
て
あ
ら
は
古
れ
ね
ば
な
ら
泊
。

段

苑

貨
幣
倒
値
決
定
原
理
由
一
考
察

第
二
十
九
巷

八
五
五

E事

蹴

，、
七



詑

苑

貨
情
倒
値
決
定
原
理
山
一
考
察

第
二
十
九
巻

八
五
六

第
六
腕

，、
ノ、

!:..~ 

制
い
一
世

l' 

g:ih 
he--0
・;・
i
e
u

‘T
E

l

"" 
" 

郎
も
今
般
h
に
、
貨
常
正
し
て
の
金
の
需
要
e
V
3
正
す
れ
ば

。。、
H
の
。
ミ
十
ω

( 

国

) 

で
あ
る
か
ら
、
金
の
勝
実
力
K
は

同
H

同

(日

)
H
合
ご
い
(
困
)
噂
方
u
p
l
(同
)

で

ゐ
り

の、

?叉
e)段
0， f) 

+に

"， 1"， "Z 
Ol~ 20 

、p
』

す
れ

f.f 
(

可

)

で
あ
る
か
ら
、

関

H
k
r
i
-
-

で
あ
る
。
帥
い
貨
幣
ご
し
て
の
金
の
需
要
が
決
定
せ
ら
れ
る
事
に
よ
っ

τ始
め
て
、
金
の
購
買
力
が
決
定
せ
ら
れ

る
の
で
あ
る
o
然
ら
ば
貨
幣
正
し
て
の
金
的
需
要
は
何
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
か
。
そ
れ
は
生
産
費
説
に
よ
れ

(∞
)
H
(
N
)
打
(
可
)
時
方
U
F
1
(同
)



ば
、
貨
幣
山
り
一
償
低
に
よ
っ
て
い
あ
る
。
滋
に
於
い

t
生
産
品
質
説
は
循
環
論
に
陥
る
。

我
々
は
助
の
場
所
に
於
い
て
・
金
の
生
産
関
係
及
び
地
金
己
し
て
の
金
の
需
要
が
、
金
の
購
買
力
決
定
仁
謝
L

て
如
何
な
る
意
味
を
有
す
る
か
を
、
確
定
し
て
置
〈
の
を
便
ご
す
る
。

椴
b
仁
、
金
の
生
産
費
が
低
下
し
、
供
給
金
量
一
ω
の
揃
〈
紘
が

コ
、
出
口
問

l
出

。。H
h州
l
p
司

町

(

U

)

ご
な
る
正
す
る
な
ら
ば
、
金
山
購
買
力
K
は
、
貨
僻
己

L
て
の
金
の
需
要
3
の
時
に
は

同
日
山
咋

(
H
O
)
H
e
x
-
芯

3l(阿

)

山

》

J

〉
、

7
3
〉

v
s
-
t

-

d

I

2

2

U

正
l
t

関

H

h

m

(

【

H
)
H
S
5
3
1
c

で
あ
る
o

印
も
金

ω生
産
費

ω低
減
無
か
ち

L
場
合
に
比
し
て
、
叩
に
於
h
v

て
は
何
時
J

、
口
に
於
い
て
は

m
mヴに

rs

‘

、

，

，

E
E

、

り
、
金
の
購
買
力
は
減
少
す
る
事
に
な
る
。

而
し
て
、
地
金
ご
し
て
の
金
の
需
要
の
低
減
も
亦
、
金

ω生
産
費
の
低
減
ピ
同
一
方
向
の
結
川
市
を
来
す
三
百
ふ

ん
耕
は
、
自
明
で
め
る
。
即
も
今
回
収
ち
に
、
地
金
正
[
τ

の
金
の
需
要
量
白

ω柿
〈
紛
が
紙
下
L

〕
・

4
3
1
:同

E
H
l叫
「

(

ロ

)

ご
な
る
な

ιば
、
金
の
購
買
力
V

れ
は
、
貨
幣
・
己
し
て
の
金
の
需
要
3
の
時
に
は

同

U
L
u
l
-
-
-
(
M
U
)
H
(
N
)打
(
出
)
咋

3upi(HN)

国∞

芭
な
る
伐
に
。

詑

苑

貨
幣
似
値
決
定
原
叫
由
一
考
器

第
二
十
九
を

λ
豆
七

館
大
統

/、

JL 



説

貨
幣
倒
値
快
定
原
岨
由
一
考
察

掛』

第
二
十
九
答

λ
E
λ
 

節
大
規

屯ニ
O 

以
上
じ
ょ
っ

τ吾
々
は
、
貨
融
市
ど
し
て

ω
金
的
需
要
最
が
奥
へ
ら
れ
た
る
場
合
に
於
け
る
、
貨
幣
欄
倣
決
定
原

理
を
窺
ふ
事
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

昨
X
Z且
況
甘

E
E買
fu弛

H
1対
K641J礼
日
‘
一
二
山
世
イ
l
，h
一三日

昨
日
に
数
日
凪
説
正
は
・
貨
幣
印
刷
悶
伯
の
決
定
級
協
を
金
品
開
放
量
聞
係
の
み
に
求
め
る
所
の
皐
拡
を
雪
同
ム
o

此
の
意

味

ω数
量
説
に
は
、
商
品
の
駄
目
出
を
踊
み
る
却
な
〈
、
躍
に
貨
幣
の
数
量
の
み
を
考
慮
に
入
れ
る
も
の
、
及
ぴ
、

金
ご
貨
幣
ご
の
悩
別
を
看
過
し
、
業
に
貨
幣
ご
有
倣
す
も
の
、
も
合
ま
れ
得
る
が
、
そ
れ
等
は
誌
に
諭
す
る
ま
で

も
無
い
。
以
下
に
於
い
て
私
は
、
貨
融
市
の
伺
値
は
貨
幣
の
量
ご
商
品
の
量
ご
の
比
例
閲
係
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

る
、
ぜ
な
す
訟
の
一
つ

Z
し
て
、
ヒ
ュ

1
ム
設
を
検
討
す
る
事
に
す
る
。

彼
に
よ
れ
ば
、
す
べ
て
の
商
品
の
倒
格
は
両
日
川
正
貨
静
ピ
の
聞
の
割
合
に
よ
っ
て
決
定
き
れ
る
、
さ
言
ム
事

は
‘
殆
ん
ど
臼
明
な
る
目
白
理
己
思
は
れ
る
o
卸
ち
商
品
を
増
加
す
れ
ば
商
品
は
安
〈
な
る

L
、
貨
慨
を
増
加
す
れ

ば
商
品
は
高
〈
な
る
。
だ
か
ら
一
闘

rり
に
就
い
T
見
る
な
ら
ば
、
貨
幣
の
槍
加
は
善
感
何
れ
の
作
用
を
も
有
L

な
い
。
そ
れ
は
恰
も
、
字
数
少
〈
し
ず
格
制
hu
所
の
ア
一
プ
ピ
ヤ
数
字
を
周
ひ
な
い
で
、
字
数
字
』
多
〈
要
す
る

u
1
7

数
字
を
用
ふ
る
事
が
、
商
人
の
簿
記
に
麓
化
を
奈
さ
な
い
の
ご
同
じ
で
あ
る
。
否
、
貨
幣
を
よ
り
多
〈
要
す
る
ご

言
仏
事
は
、
-
ロ
ー
マ
数
字
正
同
じ
伐
に
、
寧
ろ
不
便
で
あ
っ
て
、
其
の
保
戒
運
搬
が
よ
h
商
倒
に
な
る
の
で

6

.。。数
量
設
の
第
一
の
雑
鮎
は
、
相
互
に
質
を
異
に
し
た
所
の
無
数
の
商
品
の
使
用
慣
値
は
如
何
に
し

τ合
計
百
れ

Hume， David: Essays and Treatj日 5on several sllbjecLS. Vol. L p. 30r 
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そ
し
て
そ
れ
ご
一
周
に
存
す
る
貨
幣
量
子
ぜ
如
何
に
し
て
必
然
的
閥
係
に
在
b
Z
鬼
る
事
が
出
来
る

炉
、
を
明
か
に
待
し
得
な
い
さ
言
ム
紡
に
存
す
る
。

而
し

τ此
の
鮎
に
閲

Lτ
顧
ら
る
ぺ
き
も
の
は
、
主
糊
債
値
説
で
ゐ
る
。
以
下
、
主
棚
田
明
低
設
の
一
つ
ご
し

で

、

内

ノ

イ

ノ

ザ

!

の

訟

を

批

判

す

る

事

に

す

る

。

.

彼
は
先
す
、
人
的
交
換
償
低
L
m
H

吉
田
印
ロ
ロ

nro

ロE
n
r
5
2
z
国
民
経
梼
的
交
換
償
値
ピ
を
匝
別
す
る
。
後

者
は
前
者
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
ゐ
る
o
前
者
は
一
一
財
E
交
換
し
て
他
の
財
が
得
ら
れ
る
ご
言
ふ
事
に
よ
っ

て
生
中
る
所
り
間
接
の
利
州
側
値
で
ゐ
品
。
所
典

ω
事
情
に
従
っ
て
、
各
例
経
械
の
支
出
限
界
の
域
l
あ
る
所
の

財
内
使
用
情
泊
、
仰
ら
家
計
の
限
外
効
用

T
1
u
r
n
N
a日
山
内
町
九
回
出
ω
r
L仲
間
が
貨
幣
開
単
位

ω人
的
交
仙
印
刷
倒
仰

や
一
決
定
す
る
ο

各
制
経
済
が
充
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
河

ν所
の
会
欲
叫
一
般
態
正
、
家
計
の
銭
的
使
ふ
一
帯
の
山
来
る

金
貨
併
量
正
が
、
家
計
の
限
界
効
用
に
ゐ
ら
は
れ
る
。

国
民
総
務
的
賃
餅
倒
値
は
、
す
べ
て
の
人
が
承
認
す
る
所
の
、
人
的
貨
幣
償
仙
の
一
般
的
主
観
的
切
断
面

ι
2

色
問
。
日
1
5
E
F〕
己
込
円
高
〉
『

R
F
E
R
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
般
物
侵
に
従
っ
て
貨
幣
が
闘
民
経
済
過
税
に
於
い
て

ピ
し
て
定
義
さ
れ
る
。

得
る
炉
、

有
す
る
じ
宝
ゐ
活
用
性
、

欲
強
は
縫
制
時
仲
山
知
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
特
定
個
人
の
一
定
期
閉
め
欲
望
一
全
館
士
、
其
の
個
人
の
所
有
貨
融
市
量

百
謝
立
せ
し
め
る
J

こ
言
ム
事
は
、
不
可
能
で
あ
る
o

然
し
貨
幣
ピ
商
品
正
の
謝
立
は
、
車
な
る
機
械
的
な
る
そ
れ

で
は
な
〈
し
て
.
主
倒
的
評
償
作
用
を
泌
じ
て
の
そ
れ
で
ゐ
る
事
は
、
疑
は
れ
得
な
い
。
数
量
設
に
於
い
て
前
提

さ
れ
る
所

ω貨
勝
正
商
品
£

ω
謝
立
は
、
主
観
的
評
叫
聞
か
ら
其
の
政
的
表
現
に
歪
る
ま
で
の
心
理
遇
税
の
あ
正
づ

設

貨
臨
倒
値
決
定
原
聞
の
一
考
察

七

第
ニ
十
九
巻

第

観

苑

λ
五
九
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誼

苑

4コ

貨
幣
倒
値
決
定
原
理
由
一
考
察

第
二
十
丸
谷

八
六
O

第
六
蹴

け
に
よ
っ
て
始
め
て
説
明
苫
れ
る
O

只
問
題
に
な
る
り
は
、
貨
鮮
の
主
観
的
評
僚
は
阪
に
貨
幣

ω購
買
力
を
前
提

V
コ

ム

ペ

1
タ
ー
は
、
共
他
の
掛
聞
に
於
い
て
は
主
観
煩
倣
設
合
認
め
っ
、
、
次
の

し
て
居
る
己
品
一
日
ふ
鮎
で
あ
る
。

慌
に
論
じ
て
居
る
o
日
f
o

「
貨
併
は
購
買
力
企
持
っ
て
属
品
・
而
し
て
其
り
故
に
そ
れ
は
其
の
所
有
者
に
よ
っ
て
評
償
古
れ
る
o

ら
、
貸
借

ω叫
州
民
力
L
d
.

資
買
世
田
市
叩
者
の
貨
僻
及
ぴ
両
日
間
仁
品
到
す
る
主
制
的
詳
細
聞
か
ら
説
明
し
ゃ
う
ご
す
る
司

は
、
循
環
U
ゐ
品
。
議
し
、
氏
一
弘
前

4
4相川り
A
H
仙
川
じ
掛
ず
る
詳
舗
は
、
会
i
r此
川
則
的
の
も
叫
で
の
品
か
ら
ご
そ
れ

は
飢
に
貨
併
ご
商
品
ご
の
一
定
的
交
換
欄
係
企
前
記
し
て
居
る
か
ら
。
的
も
そ
れ
が
説
明

L
な
付
れ
ば
な
ら
泊
所

の
其
の
購
買
カ
を
前
提
し
て
居
る
か
ら
」
ピ
。

然
し
貨
幣
に
制
到
す
る
主
観
的
評
師
聞
は
、
向
島
常
の
勝
賞
カ
を
前
提
し
う
、
、
貨
幣
の
購
買
カ
を
作
っ
て
行
〈
の
で

あ
る
。
郎
ち
ク
イ

1
ザ
ー
が
論
じ
て
ゐ
る
慌
に
「
倒
格
か
ら
『
付
帯
主
出
さ
れ
た
所
の
人
的
交
換
倒
他
は
、
反
拠
到
に
、

四
個
椅
の
構
成
に
作
用
す
品
。
」
「
効
用

ω表
現
に
何
副
悼
の
貸
借
閥
単
位
盆
が
朋
ひ
ら
れ
る
か
、
三
百
ふ
事
は
、
先
験
的

仁
は
決
定
苫
れ
な
い
。
そ
れ
は
常
に
歴
史
的
に
決
定
3
れ
る
。
各
悶
民
経
済
は
各
時
貼
に
於
い
て
貨
幣
田
明
倣
を
輿

へ
ら
れ

τ居
る
・
そ
し
て
彼
等
は
歴
史
的
辿
縮
性
の
中
日
い
於
い
て
、
興
へ
ら
れ
た
る
蹴
態
か
ら
貨
幣
慣
値
を
更
に

作
っ
て
行
〈
の
で
あ
る
。
」

t:" 
か

郎
一
色
，
貨
能

ω償
値
は
言
は
wy
螺
，
総
的
俊
燥
を
な
す
も
の
で
ゐ
っ
て
、
そ

μ
を
し
て
箪
な
る
循
瑛
に
終
ら
し
め
宇

し
て
、
新
〈
の
如
〈
蝶
線
的
畿
展
を
な
さ
し
め
る
要
凶

ω
一
つ
が
、
主
制
倒
的
静
岡
間
作
別
で
あ
る
事
は
、
疑
ふ
一
帯
を

得
な

ν。
然
し
な
が
ら
・
貨
幣
に
謝
す
る
主
観
的
評
刷
慣
が
、
貨
航
削

ω岡
闇
値
決
定
に
作
用
す
る
の
は
、
そ
れ
ん
¥
の

5chllmpcter， Josepl~: ~)a5 Sozi乱lproduktund die }tccllenp~eI?- jge. .!I. ;; 
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債
格
に
於
い
て
一
般
商
品
を
購
買
す
る
斜
め
に
支
出
さ
れ
る
で
あ
ら
う
所
の
貨
枇
巾
量
を
猿
化
せ
し
め
る
貼
に
存
す

る
の
で
あ
り
、
我
々
の
仮
定
で
は
、
枇
曾
に
存
在
す
る
貨
幣
は
す
べ
て
而
L
て
只
一
回
だ
り
流
通
す
る
の
で
あ
る

か
ら
、
川
町
山
北
そ
の
も
の
が
阪
に
特
定

ω主
制
倒
的
詳
細
闘
を
前
明
記
し
て
居
る
の
で
、
今
夏
此
の
問
題
全
市
場
き
入
品
べ
〈

も
な
レ
の
で
あ
る
。

ク
イ

1
ザ

1
は
更
に
「
市
場
に
於
い

τ支
柚
酬
は
れ
る
縮
刷
問
秘
の
う
も
、
治
山
宜
倒
値
問
。
ロ
ω
P
5
4
0
与
の
の
勝
良
の
縛

め
仁
支
抽
酬
は
れ
る
所
の
も
の
が
、
貨
幣
の
交
換
問
備
や
決
定
す

Z
、
濯
し
、
生
産
手
段
を
購
買
す
る
斜
め
仁
安
梯

そ
れ
か

ι導
き
山
吉
れ
穴
も
の
で
あ
る
か
ら
」
ぜ
な

L
て
ゐ
る
。
然
し
な
が
ら
、
般
り

は
品
、
所
川
り
も
の
は
.

仁
、
生
床
半
段

-ωvm柏
は
そ
れ

l

J
円
て
生
出
肌
芯
れ
る
抑
烈
子
針
的
問
川
和
ー
よ
り
て
決
定
吉
れ
品
、

一
定

ω期
間
内
に
於
げ
る
貨
常
的
交
換
侭
倣
は
、
共

ω期
間
内
に
於
け
る
消
投
手
段
の
伺
椛
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

る、

t
は
言
は
れ
得
な
い
。
蓋
し
‘
一
定
期
間
内
に
於
い
て
脱
臼
さ
れ
る
生
産
手
段
は
、
必
中
し
も
支
の
期
間
内

仁
於
げ
る
消
費
手
段

ω
生
産
の
怨
め
に
購
買
苫
れ
る
の
で
は
な
〈
、
次
の
期
間
に
於
け
る
消
費
手
段
の
生
産
の
縛

め
に
も
購
買
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
然
る
限
ち
に
於
い

τは
、
其
の
期
間
内
の
消
費
手
段
の
伺
格
は
、
生
産

手
段
の
便
秘
を
決
定
す
べ
き
諸
岡
家
の
う
も

ω車
な
る
一
図
案
に
過
ぎ
な

ν
事
が
、
明
か
で
ゐ
る
か
ら
o

耐
し
t

此
の
事
は
、
同
一
期
間
内
に
於
げ
る
生
産
手
段
謝
消
費
手
段
の
開
係
に
就
い
て
も
言
ひ
得
ら
れ
る
事
で
ゐ
与
、
且

つ
、
生
産
手
段
が
一
定
的
債
格
で
阪
寅
出
来
る
ご
言
ふ
事
が
、
其
の
生
産
手
段
の
生
産
者
及
び
其
の
下
に
備
は
れ

る
労
働
者

ω所
調
貨
幣
所
得
を
規
定
し
、
共
的
事
が
消
費
手
段
の
債
格
を
規
定
す
る
作
用
を
有
す
る
事
、
及
び
、

生
産
手
段
購
買
の
銭
的
阪
に
一
定
的
資
本
が
投
守
ら
れ

τ居
る

Z
言
ふ
事
が
、
そ
れ
仁
よ
っ
て
生
産
き
れ
る
消
費

ご
す
る
も
、

設

み官

貨
幣
倒
値
決
定
原
理
由
一
考
察

第
二
十
力
径

士

第
プミ

腕

λ
大
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説

現E

ヒ
四

貨
借
倒
値
決
定
原
地
由
一
考
察

第
二
十
九
番

第
六
焼

入
占
ハ

手
段
の
痕
締
決
定
仁
影
響
を
有
す
る
事
・
を
看
過
す
る
事
は
出
来
な
い
。
?
イ
l
f
1
は
上
越
の
彼
の
所
論
か
ら

更
に
進
ん
で
.
「
進
歩
も
退
歩
も
無
い
凶
民
経
憐
見
M
h
a
mゆ
く
。
-Zえ
耳
目

E
F
に
於
い
て
は
、
物
侵
は
、
一
方
で

は
新
に
獲
得
さ
れ
る
自
然
的
消
技
師
悶
他

E
E
E
Z
同
o
E
E
2
2
z
o
に
よ
っ
て
、
他
方
で
は
貨
幣
所
得
に
よ
っ
て
、

決
定
さ
れ
る
」
ご
な
し
て
居
る
。
今
、
さ
き
に
論
評

L
た
る
貼
を
看
過
す
る
な
ら
ば
、
此
の
事
は
一
勝
認
め
ら
れ

る
で
あ
ら
う
。
然
し
な
が
ら
.
そ
れ
は
彼
も
認
め
て
ゐ
る
慌
に
、
進
歩
も
根
一
歩
も
無
い
困
民
経
演
に
於
い

τNγ
あ

る
。
資
本
の
俄
駅
訓
川
引
泣
凶
行
は
れ
る
貨
一
院
制
和
|
|
そ
れ
一
』
ぞ
現
質
的
貨
幣
刷
舎
の
愛
で
め
る
1
l
i
に
於
レ
て

は
、
か
、
る
立
言
は
袋
蛍

L
な
い
。
蓋
し
、
一
、
所
調
貨
幣
所
得
の
一
部
分
は
資
本
化
さ
れ
、
消
化
宜
手
段
の
購
買

に
滋

τら
れ
な
い

ω
で
ゐ
る
か
ら
‘
二
.
共
の
鮪
を
看
過
す
る
ご
す
る
も
、
一
定
期
間
内
に
於
い
て
消
提
手
段

ω

購
山
具
内
角
的
支
出
苫
れ
る
所
の
貨
幣
は
、
必
ず
し
も
其
の
期
間
内
に
牧
得
さ
れ
る
所
詞
貨
幣
所
得
に
限
ら
す
、
前

期
間
よ
h
，
誌
の
期
間
に
承
り
継
が
れ
る
貨
怖
を
合
む
は
づ
で
ゐ
り
、
叉
、
一
定
期
内
に
牧
得
苫
れ
る
所
調
貨
僻
所

得
は
必
す
し
も
某
の
期
附
内
に
支
出
苫
れ
る
ご
は
限
ら
歩
、
究
の
期
間
に
持
も
越
苫
れ
る
も
の
が
ゐ
る
は
づ
で
ゐ

っ

τ、
前
期
か
ら
承
り
紙
が
れ
る
貨
幣
額
言
後
期
へ
持
ち
越
さ
れ
る
貨
幣
額
己
は
、
殊
に
競
張
再
生
産
の
場
合
に

は
、
一
致
し
難
い
も
の
で
ゐ
ゐ
か
ら
。
殊
に
、

V
ユ

ム

イ

1
タ
!
の
如
〈
「
静
止
的
均
衡
獄
践
に
於
い

τは
、
す

べ
て
の
亨
幾
財
の
績
格
は
す
べ
て
の
生
産
財
の
嶋
崎
柿
に
等
し
〈
、
両
者
は
い
づ
れ
も
、
総
貨
幣
所
得
額
に
等
し

い
L

Z
な
す
に
至
つ
て
は
、
ぞ
れ
は
極
端
な
る
獅
防
論
に
過
ぎ
な
い
。
此
の
事
は
、
資
本
主
義
枇
曾

ω
機
構
に
於

け
る
貨
勝
山
地
位

ω究
明
仁
よ
っ
て
充
分
に
明
か
に
さ
れ
得
る
ご
思
ふ
。

以
上
我
々
は
、
主
翻
舗
値
設
を
週
中
る
事
仁
よ
っ
て
数
量
設
の
根
本
的
快
陥
の
一
つ
が
舗
は
れ
待
べ
主
事
を
見

、'vieser，a. a. O. S. 188 
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た

ωで
会
る
が
、
数
量
説
は
真
に
他
の
一
つ
の
根
本
的
快
脳
出
e

伊
包
蔵
す
る
。
蒐
し
、
数
量
設
の
説
(
所
に
従
っ
て
貨

幣
の
酬
明
値
が
決
定
せ
ら
れ
る
縛
め
に
は
、
一
定
量
の
貸
借
量
が
供
給
き
れ
て
居
る
事
を
前
従
す
る
Q

そ
ニ
で
此
の

関
係
に
於
ハ
ー
て
は
、
問
題
は
ど
れ
だ
け
の
貨
般
量
が
供
給
さ
れ
る
か
に
懸
ワ
て
居
る
。
然
る
に
、

Hζ

れ
だ
り
の
金

一
か
貸
借
ご
し

τ使
刷
古
れ
る
か
は
、
質
に
、
貨
鮮
の
脇
民
力
が
ど
れ
だ
げ
で
ゐ
る
が
を
前
慌
し
て
始
め
て
決
定
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
郎
ち
さ
き
に
用
ひ
た
る
例
に
従

UJτ

。。、、
H
A宇

l
N内

( 

同

) 

の
え

11 

ム!?

{

り

)

J

と
す
る
J
U
ら
は
、
新
仁
貨
幣

ζ
L
て
供
給
さ
れ
る
金
山
り
量
は

。。
の。

ム I~

i同
ふ I~

-
(
r
H
)
 

で
あ
る
o

印
も
今
般
ち
に

同ハ
H

円

( 

H 

U 
) 

ご
す
る
な
ら
ば
、
新
貸
借
己

L
τ
の
供
給
金
量
は

。。、ーの。、、
H
M

(

目

白

)
H
(
ζ
)
一
川
(
同
国
)
市
方
シ

で
ゐ

h
、

同〆、

苑 11

"'1品

(

岡

山

河

)

誼

貨
幣
倒
値
決
定
原
理
由
一
考
察

第
二
十
九
番

ー、-、
ニ
ノ
プ

第
六
抗

七
五



iil~ 

手島

貸
借
倒
値
決
定
版
刷
。
一
寺
山
詑

第
二
十
カ
谷

八
六
四

第
六
蹴

レし
L

、

-
一
ノ

で
あ
る
な
ら
ば
、

の
に
の
C
ミ

H
いN
l

・

N
O
 

で
ゐ
る
。
金
の
供
給
紘
.
地
金
ご
し
て
の
金
に
帆
却
す
る
金
需
要
線
.
等
の
品
型
化
の
場
合
は
、
上
越
り
所
論
ヤ
b
終

易
に
推
論
さ
れ
る
の
で
ゐ
る
か
ら
一
、
誌
に
は
賛
す
る
を
要
し
な
い
で
あ
ら
う
。
郎
も
歎
量
設
に
従
へ
ば
、
貨
僻

mω

川
間
低
は
貨
附

ω数
卦
4f
侠
っ
て
決
定
さ
れ
る
り
で
あ
る
が
、
北
目
の
品
川
帆
町

ω数
量
は
貨
融
制
の
川
倒
品
川
を
伐
っ
て
始
め
て

決
定
3
作
品
の

F
み
る
。
印
h
数
拙
論

h
亦
術
成
論
法
じ
陥
品
。

数
量
設
に
就
い
て
は
、
仰
は
注
意
を
要
す
る
町
中
が
め
る
。
そ
れ
は
数
量
設
に
於
い
て
は
、
負
批

mω
同
問
値
ur
奥
へ

ら
れ
る
前
仁
、
商
品

ω量
が
奥
へ
ら
れ
て
居
る
、
ピ
前
提
す
る
の
で
ゐ
る
が
、
換
言
す
れ
ば
、
刑
台
に
流
泊
す
る

貨
幣
量
的
増
減
に
か
、
わ
ら
中
生
産
主
れ
る
商
品
盆
は
一
定

L
τ
ゐ
る
ご
前
提
す
る

ωで
ゐ
る
が
、
目
指

ω経
験

か
ら
す
れ
ば
、
同
恨
絡
が
高
〈
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
ヲ
ぞ
れ
た
り
多
〈
生
産
さ
れ
、
問
問
絡
が
低
〈
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
そ
れ

げ
い
け
生
産
は
紛
少
古
れ
品
、
ご
考
へ
ら
れ
品
己
言
一
ふ
一
端
で
め
る
。
ぞ
れ
は
一
廊
・

合
的

)
H
(
工
)
一
い
で
こ
山
町
方
シ

一
は
全
般
性
を
脱
出
掛

L
、
他

u

局
面
を
見
る
か
ら
起
る
見
解

ω相
同
時
打
ご
考
へ
ら
れ
得
る
υ

蓋
し
、
部
分
的
に
見
れ
ば
、
間
恨
格
が
高
〈
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
よ
り
多
〈
生
産
さ
れ
、
反
謝

ω場
合
に
は
反
封
で
ゐ
る
、
慌
に
見
え
て
も
・
全
健
ご
し
て
見
れ
ば
、
酬
明
絡

が
上
騰
す
る
ご
言
ふ
事
は
、
会
館
的
に
原
料
美
的
他
の
も
の
、
勝
賞
を
も
意
味
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
生
産
技
術

仁
何
等

ω
挺
化
川
鳴
き
限
ム
リ
、
生
産
の
有
利
限
界
を
規
定
す
る
所
の
生
産
量
(
此
の
謝
に
就
い
て
は
備
は
精
特
な
る

分
析
を
要
す
る
が
、
他
日
に
譲
る
)
に
は
何
等
の
越
化
を
も
茶
色
な
い
、
ご
見
ら
れ
得
る
か
ら
。
然
し
な
が
ら
二

定
の
期
間
に
就
い
て
見
れ
ば
、
其
彪
で
生
産

ω潟
め
仁
消
帆
賀
さ
れ
る
生
蔵
財
は
、
北
(
的
期
間
内
仁
於
い
1

て
始
め
て



購
入
吾
れ
る
も
の
、
み
に
限
ら
十
、
共
の
期
間
前
に
於
い
て
飯
に
購
入
苫
れ
た
も
の
も
あ
る
の
で
あ
h
、
而
し
て

そ
れ
は
、
ぞ
れ
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
も
の
が
一
定
の
債
格
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
有
利
に
使
用
さ
れ
、
一
定
の

伺
格
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
‘
事
み
使
用
せ
十
し
て
放
泣
苫
れ
る
の
で
ゐ
る
。
然
る
限
h
に
於
い
て
、
物
倒
勝
負

は
生
産
繍
張
吉
、
物
的
下
落
は
生
産
牧
縮
正
、
密
接
な
る
闘
係
士
有
す
る
。
従
っ
て
今
恨
h
に
、
資
質
商
品
量
Q

を
表
は
す
に

x
軸
を
以

t
し
、
物
倒
I
一

K
を
表
は
す
に

y
帥
を
以
て
す
る
刷
表
十
周
ふ
る
な
ら
ば
、
資
質
商
品
賞

9
J出
(
語
主
、
リ
¥

f
α
企
S

〈
ψ
活

t

骨

A

i

。H
Z
-

工総

F 
は
な

を。〈

11τ 
同1，::、
!同事
l ろ

凶 1向I
'¥ 

I，r 

間
口
論

で
ゐ
ら
う
。
従
っ
て
、
貨
融
市
需
要
員
Q

一

K
の
拙
〈
線
も
、
例
へ
ば

。l
E

同

開

ゆ
『
酔
知

で
は
な
〈
て
、
寧
ろ
例
へ
ば
・

守仲

村田

間
同
M

蜘
知

で
ゐ
ら
う
0

{

直
線
を
用
ひ
た
の
は
、
訟
で
も
、
問
題
を
簡
単
な
ら
し
む
る
怨
め
で
あ
る
O
)

今
之
れ
を
闘
衣
を
以

て
示
せ
ば
失
の
如
〈
な
る
。

iil! 

苑

貨
幣
倒
伯
決
定
原
瑚
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一
考
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第
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九
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六
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設

苑

貨
僻
憎
値
決
定
原
却
の
一
考
察

第
二
十
九
巻

八
大
六

第
六
抗

七
八

明

い

国

一一一ーキ

事件

1"1-
<)，~ 一一一ー二¢

h頃ミ

~I 
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四

'鹿

易王

市t

如
何
な
る
税
度
の
も
の
を
懐
疑
説
ご
呼
ぴ
得
る
か
は
‘
問
題
で
ゐ
る
。
滋
に
は
似
h
仁、

軍
に
論
評
す
る
に
止
め
る
。

彼
以
交
換
玉
貝
賀
子
乞
一
惜
別
し
て
言
ふ
。

A
-
B
が
白
・

ω財
を
相
互
仁
交
換
す
る
ご
す
れ
ば

E

そ
れ
は
先
す
A

の
み
に
就
い
て
見
れ
ば
、

一、

A
は
臼
財
を
臼
尉
よ

h
も
、
よ
り
高
〈
評
慣
す
る
。

二、

A
は
臼
剣
吉
交
換

L
て
得
ら
る
べ
き
他
の
如
何
な
る
財
よ
'
り
も
‘
白
財
を
よ
り
高
〈
評
欄
す
る
。

三
.

A
は
交
換
に
於
h
y

て
砧
財
を
得
る
潟
め
に
、
主
(
代
償
ご

L
て
譲
渡
す
る
事
を
要
す
る
如
何
な
る
財
よ
り

エ

W

ス
タ

1
設
を
簡



も
、
白
財
を
よ

h
低
〈
評
償
す
る
。

然
る
に
貨
融
市
に
閲
し
て
は
、
経
済
者
は
た
い
、

一
、
一
定
量
の
貨
併
を
以

τ、
よ
り
多
一
〈
の
煩
値
ゐ
る
財
を
購
入
す
る
事
は
出
家
な
い

rら
う
か
、

二
、
所
要
の
財
を
、
も
つ

E
少
量
の
貨
肱
加
を
以
て
購
入
す
る
事
は
出
来
な
い

rら
う
か
、

己
言
ふ
事
を
考
へ
る
に
過
ぎ
な
い
。
即
も
各
倒
の
経
済
者

ω
心
理
を
湖
察
し
た

rり
で
も
、
質
問
貝
は
交
換
の
一
一
艇

で
な
〈
し
て
、
本
質
的
に
全
然
臭
っ
た
事
象
で
あ
る
事
を
説
明
す
る
事
が
出
来
る
。
而
し
て
、
寅
買
を
通
じ
て
枇

曾
的
産
物
は
数
的
表
現
を
得
る
山
で
あ
る
が

1
i
ぞ
れ
は
制
局

b

食
鮮
が
一
定
の
購
買
力
、
彼
の
所
開
盛
典
可
能

性
切
目
見
出
向
E
d
z
u叫
一
円
停
止
刊
を
都
市
名
ピ
ニ
一
れ
ム
一
鼎
仁
む
£
の
で
あ
る
が
|
|
そ
れ
は
如
例
い
し

1
1
可
能
T
あ
る

ω
 

か
。
彼
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
繍
値
に
よ
っ
て
は
決
定
さ
れ
な
い
。
然
ら
ば
償
侃
正
無
関
係
に
、
如
何
仁

L
て
そ
れ

は
決
定
さ
れ
る
か
。
此
の
問
題
は
・
彼
に
よ
札
ば
結
局
解
決
不
可
能
な
る
問
題

=
ι
E
P
O
E
m
E

ωの
『
白
骨

R
f

内
同

2
J
5注目

-
E
L
a目
P
H
k
p
u
H
r
n昨
刊
の

F
E
n日
凶

作

自

問

E
Z『
2

2
片
目
白
叫
ピ
考
へ
ら
れ
る
。
而

色
白
印

R
J

山口
N
H
向。

も
此

ω問
題
を
解
決
し
得
な
い
ご
雪
ロ
ム
事
は
、
彼
に
ゐ
つ
て
は
、
彼

ω所
訟
の
弱
駄
で
は
な
〈
し
て
、
却
っ
て
‘

凋
断
論
|
|
欄
袷
を
闇
値
の
表
現
正
者
へ
.
主
制
倒
的
評
僚
制
制
度
か
ら
倒
秘
の
商
事
が
決
定
Z
れ
る
ご
な
し
、
樹
儲

か
ら
数
的
表
現
に
達
し
得
る
正
な
す
所
の
凋
断
論

-
-
T破
る
所
の
長
所
Z
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
U

こ
れ
は
、
貰
買
の
場
合
に
は
、
主
翻
的
評
僚
が
、
所
説
交
換
の
場
合
の
採
に
、
主
観
的
評
価
唄
セ
異
に
す
る
回
時
報

の
諸
財
を
、
通
じ

τ表
現
さ
れ
宇
に
、
異
量
の
同
一
則
を
通
じ
て
表
現
苫
れ
る

1
l而
も
此
の
謝
立
も
彼
が
考
へ
た

犠
に
絶
劃
的
な
る
も
の
で
は
な
〈

τ、
相
謝
的
の
も
の
に
過
ぎ
な
ν
|
|
ピ
言
ふ
事
に
肢
惑
古
れ
た
も
の
に
過
ぎ

百世

苑

七
丸

貨
幣
備
値
決
定
原
理
由
一
考
察

第
プC

披

第
二
十
九
巷

λ
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第
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t
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h
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説

故
量
詑
Z
生
産
費
設
ご
を
綜
合
す
る
所

ω事
設
の
一
つ

t
L
て
、
恨
り
に
、
父
一
、
、
戸
を
あ
げ
る
事
に
す
る
。

彼
じ
よ
れ
ば
百
貨
幣

ω煩
値
が
専
ら
其
の
掻
に
よ
っ
て
決
定
吉
れ
る
ご
言
ふ
一
事
は
自
明
で
め
る
出
，
に
か
ら
、
貨

怖
の
肢
が
yι
れ
に
村
市
蹴
古
れ
や
う
ど
も
、
他
の
劫
伯
に
川
し
て
抽
出
牝
従
事
限
hγ

、
両
日
則
的
杢
雌
及
川
U

各
部
分
的
債

値
は
、
貨
絡
の
増
減
正
反
比
例
に
、
下
落
或
は
騰
貴
す
る
“
若
し
も
同
一
量
の
令
嵐
が
、
鈴
貨
正
し
て
・
地
金
正

し
て
よ
h
b
よ
ち
多
〈
の
購
買
力
を
有
す
る
な
ら
ば
、
地
金
所
有
者
は
そ
れ
を
鋳
貨
に
替
え
ゃ
う
ご
欲
す
る
で
ゐ

ら
う
事
は
、
自
明
で
あ
る
。
か
〈
し
て
鈴
貨

ω量
が
増
加
す
る
に
従
っ
て
其
の
煩
値
は
低
下
す
る
・
そ
L
て
遂
に

金
属
の
鎗
貨
Z
し
て
の
償
値

ω、
地
金
ご
し
て
の
そ
れ
に
劃
す
る
超
過
が
、
極
め
て
少
〈
な
っ
て
、
も
は
や
地
金

は
鋳
貨
ご
き
れ
な
く
な
る
。
若
し
も
一
定
量
的
結
貨

ω債
値
が
地
金
ご
し
て
の
金
風
の
債
低
よ
b
も
低
い
な
ら

ば
・
鋳
貨
の
所
省
者
は
そ
れ
を
鋳
壊
し
て
地
金
古
な
す
で
ゐ
ら
う
。
而
し
て
此
の
事
は
、
貨
幣
の
量

ω減
少
に
よ

っ
て
鋳
貨
正
し
て
の
金
蝿

ω煩
低
が
殆
ん
ど
其

ω地
金
込
し

τの
舗
値
ド
等
L
く
な
h
.
も
は
や
融
晴
雄
さ
れ
な
〈

な
る
ま
で
縦
〈
。
だ
か
ら
・
貨
幣
の
鈴
治
が
自
由
で
ゐ
る
場
合
仁
は
、
貨
幣
の
量
は
常
に
金
属
の
債
値
に
よ
っ

τ

規
定
さ
れ
る
o

而
し
て
金
属
の
煩
伯
を
決
定
す
る
所
の
も
の
は
、
他
の
一
般
的
生
産
物
の
場
合
吉
岡
じ
様
に
、
生

引

産
費
で
ゐ
る
c

卸
も
貨
帯
の
掴
闇
値
は
貨
借
り
数
量
に
よ
っ
て
、
而
し

τ、
貨
融
市
川
り
数
量
以
金
の
生
産
費
に
よ
っ
て
、
決
定
さ
れ
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E
言
ふ
の
で
あ
る
o
然

L
な
が
ら
吾
々
が
段
仁
明
か
に
錯
し
た
抜
に
、
金
の
生
産
費
自
身
が
貨
鮮
の
量
を
候

っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
ゐ
る
か
ら
、
こ
、
で
も
循
環
論
は
品
加
が
れ
ぎ
る
か
に
見
え
る
。
然
し
此
の
駄
に
閲
す
る
簡

明
な
る
解
答
を
・
吾
々
は
V

ユ
ム
ベ

1
タ

1
に
見
る
事
が
出
来
る
。
剖
ち
彼
仁
よ
れ
ば
「
金
の
揚
が
酬
明
格
を
決
定

す
る
の
み
な
ら
宇
、
理
論
的
に
は
そ
れ
ご
同
日
制
仁
、
傾
格
が
金

ω
量
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
、
ご
言
ふ
割
、
貨
締

の
購
買
力
的
ち
貨
幣
的
傾
伯
が
金
の
卦
仁
よ
っ
て
決
定
き
れ
る
と
共
仁
、
金
の
量
が
貨
幣
的
購
買
力
に
』
つ

τ決

定
さ
れ
る
、
ざ
言
ふ
一
事
は
、
肢
密
な
る
欺
晶
設

ω立
場
か
ら
で
も
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
共
の
事
は
決

Lτ
循

政
論
で
は
な
く
・
質
t
、
経
憐
聞
係
め
品
川
野
に
於
り
る
所
謝
根
本
的
均
衡
的
相
瓦
作
用
の
構
成

a
o
H
3
Z
2ロロ叩

岳
百
円

E
p
n山

田

L
O
一ご巨
ZEHunEE
当
R
E
m
-主
円

r
E問

a

で
あ
る
0

〕
'
勿
論
訟
に
彼
の
所
調
「
金
の
量
」
芭
は
、
貨
幣

ω
量

ω意
に
解
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ち
、
貨
価
貯
的
量
ご
め
関
係
に
於
い
て
の
み
論
品
ぜ
ら
れ
た
る
事
が
、
生
産
費
ご
の
関
係

仁
ま
で
及
は
き
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

る

或
以
、
数
量
設
正
生
産
品
耳
説
己
は
決
し
て
相
容
れ
ゴ
る
も
の
で
あ
る
か
の
如
〈
論
品
せ
ら
れ
る
唱
が
あ
る
が
、
そ

れ
は
寅
仁
斯
か
る
闘
係

ω石
過
に
出
来
す
る
も
の
で
あ
る
。

，晶.，、
会全2
亦日

三7正
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然
ら
ば
、
所
調
岐
本
的
均
衡
的
相
互
作
用
の
構
成
Z
は
如
何
に
考
へ
ら
る
べ
量
で
ゐ
る
炉
。

今
再
ぴ
‘
苫
き
に
掲
げ
た
る
例
を
援
用
す
る
な
ら
ば
、
そ
ニ
で
は
・
貨
融
市
正
し
て
の
金
の
需
要
が
3
で
あ
る
な

ら
ば
金
の
生
産
品
質
は
1
で
ゐ

h
、
貨
価
貯
正
し

τの
金
の
需
要
が
刊
吋
一
却
で
あ
る
な
ら
ば
金

ω生
産
設
は

4
5
で
ゐ

詑

手包

代
俳
倒
値
決
定
ぽ
品
川
m
b
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察
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十
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苑

貨
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備
値
決
定
原
理
由
一
考
諜

第
二
十
丸
巷

λ

士。
第
ム
ハ
披
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品
。
之
を
漣
仁
昔
話
へ
ば
、
貨
幣
ど
な
る
金
の
量
は
、
貨
幣
の
購
買
カ
が
ー
で
あ
れ
ば
3
で
あ
b
、
貨
幣

ω購
買
カ

が
4

一5
で
あ
れ
ば
勾
一
却
で
め
る
。
之
を
一
般
的
に
一
言
ふ
な
ら
ば
、
新
に
貨
僻
正
な
る
金
の
量
。
。
、
』
の
O
と
は

。
。
、
ー
の
。
、
正
M
M
同

lμ
い

ふ

み

-
(
ぶ
)

で
あ
る
。

而
L
て
今
仮
h
J
に
、
前
期
間
よ
ち
嘗
該
期
間
に
承
け
継
が
れ
た
る
貨
幣
量
を
G
ご
す
れ
ば
、
官
該
期
間
内
に
於

り
る
恥
貨
融
市
の
供
給
量

l
lそ
れ
は
均
衡
的
規
則
的
過
程
に
於
い
て
は
賃
借
り
需
要
員
Q
一K
に
相
等
し
い

l
lは

中
日
。
。
、

l
c
q、
+

の

(

同

也

)

で
あ
る
ο

詳
言
す
れ
ば
、
一
定
期
間
内
仁
於
い
て
生
産
苫
れ
る
金
の
う
丸
貨
融
田
正
な
る
所
の
額
(
こ
れ
は
必
宇
し

も
正
数
ピ
は
限
ら
旧
制
、
そ
れ
は
負
数
で
も
あ
h
得
る
、
負
肢
の
場
合
ご
は
、
一
定

ω期
間
内
に
生
産
さ
れ
る
金
が

金

t
地
金
己
し

τの
用
途
の
錦
め
に
荷
費
し
謹
き
れ
金
〈
貨
他
国
正
な
ら

F
る
の
み
な
ら
字
、
更
に
、
前
期
聞
か
ら

共
の
期
間
に
承
け
絡
が
れ
る
貸
借
の
或
品
部
分
が
、
鎗
壊
さ
れ
て
地
金
古
し
て
の
消
費
に
ゐ
て
ら
れ
る
場
合
で
あ

る
)
に
、
前
期
聞
か
ら
其
の
期
間
内
に
承
げ
継
が
れ
た
る
貨
僻
量
を
加
へ
た
る
額
が
、
嘗
該
期
間
内
に
於
げ
る
貨

幣
の
供
給
量
で
あ
る
o

従
っ
て
、

A
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恨
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で
あ
る
@
今
僻
h
に
此
の
場
合
、
金
の
生
産
費
が

9
式
の
如
〈
低
下
す
る
か
、
又
は
、
地
金
ご
し
て
の
金
の
需
要

が
口
式

ω如
〈
低
落
す
る
正
す
る
な
ら
ば
、
新
に
貨
幣
正
な
る
金
の
量
。
。
、
ー
の
。
、
、
は
、
始
的
の
場
合
に
は
、

(

3

司
1
z

。。、
l
。
。
「

l
叶
ぃ
l
(
T
E
E
-
-
-
(
N
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な
る
が
故
に
‘
而
し
て
後
の
場
合
に
は

、
コ
ミ

U

国
内

l
闘

で

品

目

l
a
同
J

l
c
o
H
i
l
u
l
-
-
寸
I
M
I
-
-目

-
(
ω
U
)

な
る
が
故
仁
、
何
れ
の
場
合
に
も
結
局

。
。
、
ー
の
交
正
陥
同
H
問
・
・
・
・
・

a

「
凶
ム
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で
め
る
(
何
れ
も
岡
一
の
結
呆
ど
な
っ
た
の
は
、
強
め
か
、
る
場
令
を
似
淀
し
白
か
ら
で
め
る
)
0

従
っ
て
貨
幣
め

で供
あ 革昔
る量
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知

今
新
〈
の
如
〈

L
τ
得
ら
同
い
る
貨
幣
の
供
給
総
に
第
三
闘
を
組
合
は
す
時
、
我
々
は
貨
幣

ω傾
飾
決
定
に
就
い

て
の
所
詞
根
本
的
均
衡
的
相
互
作
用
が
、
何
蕗
に
蹄
着
す
る
か
を
明
か
に
な
す
事
が
出
来
る
。
郎
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芭
な
る
。
此
り
事
は
、
す
べ
て
の
場
合
に
つ
い

τ言
ω得
ら
れ
る
は
づ
で
め
る
が
、
吾
ケ
の
目
的
は
計
算
其
の
も

の
に
あ
る
の
で
は
勿
論
M

唯
一
〈
、
貨
融
制
パ
債
伯
決
定
原
理

ω
考
察
に
あ
一
る

ω
で
ゐ
る
が
ら
・
今
算
以

ω附
制
を
重
ぬ
る

を
要
L
な
い
。
之
れ
を
岡
市
誌
を
以

t
示
せ
ば
次
的
如
〈
な
る

-" 
1・

1 

t 

』 L 」

高£

a 
{盛邑

芦|ー
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》ゼ

以
上
は
極
的

τ限
定
さ
れ
た
る
場
合
に
就
い
て
の
考
察
で
あ
る
o

之
等
限
定
的
諸
俊
件
の
縫
化
が
、
貨
幣
の
問
問

値
決
定
に
閥

L
て
如
何
な
る
意
味
を
布
す
る
や
、
及
び
、
貨
融
問
的
問
問
値
が
斯
〈
の
如
〈

L
て
決
定
さ
れ
る
ご
一
百
ふ

事
が
、
資
本
主
義
枇
曾
の
根
本
的
機
構
に
於

ντ
如
何
な
る
意
味
を
有
す
る
や
、
等
的
問
題
に
つ
い
て
は
他
日
に

譲
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
本
稿
は
そ
れ
等
ゆ
研
究
の
矯
め
の
、
殊
に
後
者
の
腕
究
の
震
め
の
準
備
に
過
ぎ
な
い
。

(
十
月
五
日
稿
了
)


